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『
源
順
漢
詩
文
集
』

　
源
順

は
、
天
暦
年
間
の
歌
人
と
し
て
名
高
い
。
『
後
撰
集
」
の
編
纂
に

従
事
し
た
梨
壼
の
五
人
の
一
人
で
も
あ
る
。
「
う
つ
ほ
物
語
』
、
あ
る
い
は

『落
窪
物
語
』
の
作
者
に
も
比
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
者
で
も
あ
り

本
邦
最
初
の
漢
和
辞
書
で
あ
る
『
倭
名
類
聚
紗
」
も
、
順
の
手
に
な
る
も

の
で
あ
る
。

　
そ
う
し
た
閲
歴
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
順
は
漢
詩
文
に
優
れ
て
い

た
。
た
だ
し
菅
原
道
真
に
お
け
る
『
菅
家
文
草
』
・
「
菅
家
後
集
』
や
、
島

田
忠
臣
の
『
田
氏
家
集
』
の
よ
う
な
自
己
の
詩
集
を
編
む
こ
と
は
な
か
っ

た
。
そ
の
詩
文
は
様
々
な
総
集
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
『
源
順
漢
詩
文
集
』
は
、
源
順
の
詩
文
を
、
平
安
時
代
以
降
の
詩

文
集
か
ら
、
出
来
う
る
限
り
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
し
た
作
品

は
、
『
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』
、
『
扶
桑
集
』
、
『
和
漢
朗

詠
集
』
、
『
類
聚
句
題
抄
』
、
『
本
朝
文
粋
』
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
、
『
朝
野
群

載
』
、
『
作
文
大
体
』
、
『
和
漢
兼
作
集
』
、
「
別
本
和
漢
兼
作
集
』
、
「
江
談

抄
』
、
『
榔
金
抄
』
、
『
本
朝
文
集
』
、
「
日
本
詩
紀
」
、
「
績
撰
和
漢
朗
詠
集
』

で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
源
順
の
詩
文
を
抜
き
出
し
た
上
で
、
本
文
と

し
て
掲
出
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
、
源
順
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
も

の

で
あ
る
「
天
徳
三
年
八
月
十
六
日
闘
詩
行
事
略
記
』
、
「
扶
桑
集
」
、
「
和

漢
朗
詠
集
』
、
「
類
聚
句
題
抄
」
、
『
本
朝
文
粋
』
、
『
新
撰
朗
詠
集
』
、
『
朝
野

群
載
」
、
「
作
文
大
体
」
、
「
和
漢
兼
作
集
」
、
「
別
本
和
漢
兼
作
集
」
所
載
の

源
順
の

詩
文
索
引
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
索
引
は
総
索
引
と
事
項
索
引
と

が
附

さ
れ
て
い
る
。
事
項
項
目
に
は
「
人
名
（
日
本
人
名
・
外
国
人
名
・

架
空
人
物
・
そ
の
他
）
」
、
「
地
名
（
日
本
地
名
・
外
国
地
名
）
」
、
「
学
芸

（学
問
・
音
楽
）
」
と
い
っ
た
項
目
が
並
ぶ
。
こ
の
『
源
順
漢
詩
文
集
』

は
、
順
の
詩
、
ひ
い
て
は
平
安
期
の
日
本
漢
文
を
読
む
際
の
手
掛
か
り
に

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
た

だ
、
句
の
間
を
句
読
点
で
な
く
空
白
で
示
し
て
い
る
の
は
、
解
釈
を

等
閑
に
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
も
し
か
た
が
な
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
こ
の
著
作
が
な
る
に
当
た
っ
て
、
正
道
寺
氏
の
力
が
何
よ

り
も
大
き
か
っ
た
こ
と
を
、
言
い
添
え
て
お
き
た
い
。
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